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ブ

ル

ノ

ォ

•
ヒ
ル

デ

ブ

ラ

ン
ド

の

一

書

簡

.
I

「

典
產
黨
宣
言」

成
立
史
の1

資
料——

平

井

 

新

「

I

妻

言

」

成
立
Q

I

I
か
に
す
る
た
め
に
は
管
し
て
も
亡
命
者
I

並
に
正
義
者
靈
に
溯
I

け 

:

れ
は
な
ら
な
い
0
就
中
マ
：ルV

ス
.及
びH

ン
ゲ
,
ス
加
嚣
後
の
偷
蝥
馨
同
如
の
實
情
S

か
に
す
る
こ
ど
が 

最
も
肝
要
で
t

o

o

l
然
る
に
之
に
關
す
る
信
賴
す
べ
き
硏
究
は
從
來
極
め
て
？

い
。Kari M

a
r
x

のHerr 

Vogt, I
S
6
P

 Marx. E
l

n
l

n

 Qber 

d
s Ko

l
g
l
t
p
r
o
z
e
B

 in 

K
6P
に
於
り
る 

E

f
 の
序
文
、M

l
g
,

M
a
y
e
r

 Q

硏
究
.

i

R

i
要
な
る
根
本
資
料
た
る
禽
は
.な
い
が
、其
の
何
れ
も
節
に
し
て
且
つ
霞
に
®
し 

て
ゐ
る
。W

e
r
m
u
t
h

 

I
 S

ニeb3

 

K
o
m
m
l
s
v
e
r
s
d
l
l
n

 des 

neunzehnten 

Jahrhlerts. 

185 。 

の
：如
き
は
著
者
共
にt

,
n
i
l

班
な
る
た
め
、斯
禪
の
常
ビ
し
て
徒
に
爲
に
す
る
虛
構
.
_
造
の
節
多
く
、
後
世
硏
究
^

の
典
據
菩
可
き
妻
の
眞
相
を
:#
ふ
る
こ
ど
が
少
な
い
。
こ
の
點
に
於
い
てoari 

G
#
l
, 

,, Die Londoner 

K
o
l
u
i
s
c
h
e

 

Zeitschrift und. s
d
e
r
e

 

u
r
k
g
d
.
n

 aus den Jahren 
I

S
4

U

如
き 

H
 
唯
一
の
灌
威
め
る

硏
究
で
ぁ
る
が
、
之
要
聊
か
隔
靴
業
の
感
な
き
を
得
な
い

C

殊
に
史
實
の
解
奮

i

す
れ
ば
マ
ル
ク
ス
‘

ン 

ゲ
-

に
對
し
て
寬
に
、
前
S

I

主
義
？

ツ
イ
ト
リ
ン
グ
等
の
功
續
を
認
む
る
に
阶
う
に
吝
か
な
る
や
の
，

力
逢

る

。
鍵

に

.Ernst 

D
r
a
r
u

IB
I
:
w
0

一
 
八
四

六

年

十
一

月

、

一

八
四

：七

f
1
月

の

兩

宣

言

書

を

發

見

し

|

>

最

坻
 

:

'Max l
l
a
u

は

|

八
四

五
年
®
月

乃
至
四

六
年|

月
偷
敦
共
產
主
義
勞
働
者
敎
育
俱

樂

部

で

行

は

れ

た

同

盟

綱

領

. 

の
削
議
に
關
す
る

根
本
資
料
を
提
供
す
る

あ

つ

て
e
g
,此
方
面
の
詳
細
な
硏

焚

を

促

し

て

ゐ
る

。

筆
者
は
久

し

ぐ

此
 

方
ぼ
に
.沒
®

し
、
今
多
少
の
稿
を
得
て
ゐ
る
近
く
又Karl G
r
l
r

叫
は
糜
史
派
經
濟
學
の
巨

E B
r
i

 Hiide- 

b

i
の
遺
稿
中

ょ

り

®

ら

す

も

之
に
®
す

る

得
雛
き
史
料
を
發
見

し

て

之

を

V

I
 f die Gelchte des 

solsmus 
I
 

d
s A

l
r

b
l

u
n

g
<

:
【.

I

 

3
,

 

Heft 

I

に

囊

し

た

。
其
れ
は！

八
四
六
和 

.
四
月
十
四
0

の
偷
敦
共
產
主
義
勞
働
者
敎
育
俱
樂
部
大
龠
に

出

胤

し

て

其

翌

十

音

に

認

め

た

ヒ

ル

デ
ブ
ラ

シ

ド
の 

印
象
記
ビ
も
稱
す
べ
き
一

書
節
で
あ
る

0'
こ
の
寄
簡
は
當
日

會
議
0

光
景
を
極

め

て

’如

實

に描

き

出

し

て

ゐ

る
。

# 

節
I

者
s

s

 

f

の
經
濟
學
者
で
f

又
大
の
社
會
議
嫌
I

る
だ
けy

 

I

入

の

囊

を
唆

ら

れ

る

：。

斯
樣
に
Ml
:
會
生
義
嫌
の
b

ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
が
如
何
な
る
動
機
か
ら
共
產
主
義
者
の
會
合
に
出
席
し
た
か
。
之
は
一 

應
,

.

1
る
f

s

間
で
あ
る
が
、
彼
が
不
朽
の
名
著「

現
代
及
將
來
の
經
濟
學
L

S
ぐ

こ
ど
に
依
て
こ

の

通 

■問
は
略
i
解
決
さ
れ
る
。
本
蒈
の
大
部
分
は
社
會
主
義
學
說
の
論
評
■に
當
て
ら
れ
殊
に
其
約
三

分

の

 

一
f

ン
ゲ
ル 

ス
の
見
解
#

に「

英
國
化
於
け
る
勞
働
漭
階
級
の
狀
態」

の
：批
評
に
割
愛
さ
れ
，て
ゐ
る
。
此
批
評
.に
到
達
す
る
に
先
1
 

て
彼
は
矾
兜
の
完
锶
を
期
す
る
た
め
單
#
英
_

に
涉
ぅ
r

備
に
•材

料

の

蒐

集

ど

實

狀

藤

音

に

費

し

た

。
彼
が
疋 

.

者

同

恶

.募
兵
地
た
る
勢
働
8

育

俱

樂

部

の

大

會

貨
I

し
く
出
席
し
§

は
決
し
て
彼
の
好
S

こ
1

 

/2
の
で
«

無
<

し
て
>

寧
ろ
自
家
旃
究
の
4
助
に
資
せ
ん
た
め
で
あ
つ
た
。.

®

く
ま
で
經
濟
的
自
出
蠢
に
反
對
し
た
彼
は
、
政
治
上
に
於
い
て
は
、
'
反
.對
に
可
成
赢
底
し
た
自
由
主
_

者
.

贫
二
十一

卷

(

八
三
三)

：
,フ
ル
ノ
ナ• 

V
.ル

デ
，フ
ヲx

ド
の
.一
禅
简 

时
ゴ
、躲



饿
二
十1

卷

(

八
三
四)

ブ
;v
ノ
ォ
•
b;v
デ
ブ
ヲ
ゾ
ド
の 
一
#
簡 

策
.！、
^

一
二)

で
あ
つ
た
。
是
が
た
め
彼
は
ブ
ラ
ス
ラ
ゥ
、

ラ
ィ
ブ
.チ
ヒ
兩
大
學
の
學
生
時
代
：ょ
6

後
年
に
到
^

ま
で
通
{
官
憲
の 

彈
M

に
會
つ
た
。

一
八
四
六
年
英
國
に
渉
气
殊
E

此
地
で
彼
は
復
活
祭
を
迎
へ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は&

ふ
に 

祖
國
0

喷
騷
を
逃
れ
て
、
靜
か
に
自
由
の
空
氣
を
吸
ふ
た
め
で
あ
つ
た
^

言
は
れ
て
ゐ
るC

K
O
)

以
下
_

出
せ
ん
ど
す
る
書
簡
は
實
に
此
滯
^

中
に
翦
か
れ
た
も
の
で
、
.日
付
は
前
記
：大
會
の
翌
日
即
ち
一
八
四
4
、 

年
爾
月
十
五
日v

j

な
つ
て
^

る
：。名

宛

人
'^
無
ぐ
而
も
文
章
^

中
途
_で
終
っ
.て
ゐ
る
の
は
：

吳
/
-

も
遺
«

に
«

え
な
い
。

倫
敦
に
て
 

.

1
A
S
六

年

四

月

十

五

日

.

「

色
々
^
犬
切
な
事
柄
を
觅
聞
し
た
が
> 
興
都
度
滅
多
に
御H

f

紙
も
差
上
げ
な
W

つ
た
。
其
ん
な
驛
で
、
新
鮮
な
印 

象
の
被
づ
て
ゐ
る
中
に
-
一11

一
一
の
断
片
的
な
感
想
を
述
、ベ
て
、
書

墓

レ

な

.い
旅
行
記
の
補
ひ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
破
目
に
な
つ
た
，。
小
生
は

#s

偸
敦
の
獨
逸
共
產
主
義
■
俱
樂
部
に
出
席
し
た
が
以
下
は
そ
の
見
聞
記
の
猶

& 

.，で
あ
る
。

.
J

小
生
の
友
人
デ

-
ゼ
;̂
:^
?
-
u
:
e
s
e
n
b
a
c
h

が
ブ
昨S
思
ひ
掛
け
無
ぐ
、
此
俱
樂
部
の

®
瞥
否
少
く
ど
も
#
部

,(7
れ
位
に
が
る
人
に
會
て
て

;1
\臨

の

If
f
を
し
た
ら

JP
速
彼
か

*ち
ロ
傅
て
に

•&
人
€
小
生
さ
が
昨
日
の
大
會
に
招

待
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
其
處
で
晋
々
は
七

t

後

1

應
シ
イ
ガ
ァ
。
デ
イ
ソ

V
 

c
f 

D
iw

a
n

に
落
合
つ
て
％

そ
れ

か
ら
一
北
ハ
に
招
待
に
應
ず
る
約
朿
を
し
た
。

デ
ィ
イ
ぜ
ン

バ
グ
々
は
此
邊
の
世
故
に
は
大
變
姐
じ
て
ゐ
た
が
、
併
し
乍 

ら

米

だ

北

ハ

產

虫

義

者

：の

曾

合

に

''
は

出

；勝

し

た

事

は

な

か

つ

■な
。
各

ん

‘
&課
で

飪

ケ

は

、

期

待

书

分

、

心

，配

半

分

ミ

“

、

上
調
孕
：で
九
時
#
頃
俱
樂
鄭
め
«
る
場
所
に
行
0
ね
。
象

0
造
ト
を
雜
る
ぼ
階
下
は
々
あ
>
來
ゲ
の
麥
^
店
で
、
杯 

ォ
タ
ァ
や
美
味
そ
ぅ
な
麥
酒
を
賣
；つ
て
ゐ
る
が
別
段
、
0

..
©
!?
>

¥
ろ
す
場
所
s

T-
,
は
M

當
6

な
か
つ
た
®

^
li
を 

iu
り

执

妙

て

ff
見
を
上
る
^
階
±
に
は
、

，ダ
，
エ
、フ
ル
ズ
椅
子
の
數
か
ら
見
れ
ば
約」

ー
齊
人
位
這
入
れ
そ
ぅ
な
客
||
!:]
, 

風
の
室
が
あ
つ
た
。
：約
卞
一
十
人
位
づ
、
其
處
此
處
！2
媿
ょ
|

て
傭
に
就
き
，
節
易
な
夕
餉
0
パ
：
ン
を
食
ベ
f

v

或 

は
各
自
分
の
前
.に
麥
酒
：の
.コ
ッ
フ
を
置
.い
て
、
テ
エ
ズ
；

:̂
備
#
.の
パ
4-
;ブ」

で
煙
草
を
喫
：ん
で
ゐ
る
。
そ
の
#
々
に
.立
3 

^

る
#

4
あ
る

。
舞
ロ
が
f

毎
に
新
來
者
藝
入
で
來
る

o 
.こ
ん
麗
で
今
少
じ
ず
れ
ば
裏
が
始
る
こ
ど
が 

朋
«

々
蘇
つ
た
。
遂
會
考
は
何
れ
|

ち
ん
£

た
&

紀
を
し
て
、(

.蒙

鶴

度

に

は

殊
31
-
作
&

飾
つ
た
檨
子
？

は 

無
く
，
如
何
に
も
立
派
で
あ
る
が
*

其
顔
付
は
：矢
張
_

は

れ

ね

も

の

：
で
.、：成
：程

勞

働

階

級
0

人

，達

だ

な

；
ミ

斑

か

作

/2
。 

■#
M

f

l

詔

は

中¥

し

て

, r
a
逸
語
,

あ
各

が
中
に
.は
'英
語
怫
藤
西
語
を
«

<>
て
ゐ
.る
ん
の
も
あ
る
。
室
の
隅
に
-
ダ
ラ
，ン 

ド
ビ
ァ
ノ
が
輯
ぃ
て)

：あ
り
て
樂
符
が
乘
つ
か
つ
て
ゐ
る
。
@

分
ほ
之
を
見
.て
：音
樂
趣
咪
の
^

し
い
.偷
敦
で
全
ぐ
薺 

か
室
を
探
し
當
て
た
も
の
た
き
思
つ
た
。
來
て
ゐ
る
人
達
切
は
ち
.つ
せ
.も
；知
合
^

^
い
‘の
，で
、
A
E
I:の

付

か

な

い

様 

に
戶
ロ
匕
向
合
つ
て
®

を
掛
H

®

々
を
招
來
D

T
吳
れ
從
シ
ャ
ッ
パ
；ァ
.翁

h
a
p
s
i

を
待
.つ
題
>

酒

—
溢
^'
，<
こ
0 

名
物
一
べ
ニ
ィ
包
の
燠
草
迖
を
.註
文
し
た
。へ.間
も
無
乂
年
恰
馨
宗
4
ハ
歲
位
0

來
:/
2

:°
ロ
擬
«
黑
ぐ
、
-
そ
.
3て

明

る

：い
射
，る

檨

な

，因

付

：

.

—

，

押

の

鏔

$

ヴ;«
態

廣
^
あ
^

デ

ィ

'ゼン
f
ッ
み
の 

f

っ
n

 

?
ゃ

つ

て

有

僕

は

直

ぐ

こ

の

男

が

、
：
：後

年

稀

®.
>
ノ
西
班.牙

で

革

命

連!®
に

參

加

じ

た

？

^

ン

年 

フ
ダ

ト
の
遨
革
命
家
k
. 

ッ̂
パ
ァ
だ
家
痒
思
づ
^
.。：

私

ほ

彼

：
^

讓

じ

だ

.が
：彼
：.の
賴
度
«

番

：̂
.亇
重
；巧

そ

の
Ji
ii
み
' 

深
い
も
の
.で
あ
つ
‘た
。
し
か
0

自
分
は
彼
が
內
：心
#

意
«

に
太
學
.の
敎
授
が
な
ん
拉
も
^
ふ
風
に
私
を
宥
下
ろ
し
て

#
ニ
十一

卷

0<1.

ニ
：

4
>

 

*フ
ル
ノ
ォ
i

r
ア
ブ
ヲ
ソ
ド
の
5

胤 

1
く

ぼ

ニ
-
H
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二
十一

怨

(

八
三
六)

ブ
ル
ノ
す
；̂

デ
、フ
ヲ
ソ
ド
の
5

簡 

第

六

號

二

四

ゐ
.る
の
を
ょ
ぐ
悟
る
こ
ビ
が
.出
來
た
0

彼
の
案
內
を
受
け
，て
室
の
片
隅
に
一
共
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
彼
は
室
の
中
に 

あ
る
張
紙
を
私
に
指
示
し
た
。
そ
れ
を
見
る
羞
樂
部
の
S

S

.
い
：て
あ
る
。
S

.題
ば
獨
逸
勞
働
者
敎
育
俱
樂 

部
规
約
暴
い
て
あ
っ
た
。
•
其
れ
に
依
れ
ば
、
春

の

方

法

S

を
得
、
：
何
等
疾
し
い
行
爲
を
犯
し
S

S

い
者 

は
ま
で
も
入
會
の
.資
格
を
持
て
ゐ
る
が
、
併
し
.入
會
に
際
し
て
は
、

' 
一

富

の

_

出
で
ミ
姻
の
會
員
の
有
利
な
る
證 

明
が
必
要
で
あ
る
。
供
樂
部
に
は
會
長
書
記
、
司
書
，
會
計
が
居
：る
。
會
員
に
は
ニ
階
級

I

別
が
あ
る
。
そ
の 

i

つ
ー
本
來T1S

產
主
義
紙
弊
荀
會
員
で
、
规
定
の
«

約
に
.服
し
た
者
、
他
は
自
曲
會
員
で
、
敎
育
日
課
の
時
間
だ
け 

出
席
す
I

の
で
あ
る
。
前
者
だ
け
俱
樂
部
の
決
議
に
出
席
し
、撒
督
を
選
；出
し
新
會
員
入
會
の
賛

否

を

決

定

す

る

。 

後
渚
の
地
位
は
唯
た
消
極
的
で
、

敎
育
日
課
を
怠
つ
た
時
の
み
刑
罰
を
受
け
る
。
俱
樂
部
全
體
の
最
高
旅
|

す
る 

ル

は

人

間

は

練

ム

て

初

め

H

自-
S

i

费

讓

す

る

.事

が

出

來

る

奚

ふ

の

で

含

。
#
夕

警

塞

^

f

0

0

M

1

0

0

0

^

0

0

^

$

 

音

目

唱
歌
、
六
日
目
舞
踏
，
七
日
I

特
殊Q

共
產
_

的
政
策
の
敎
授
I

は
る
。
8

課
目
は
半
年
毎
I

f

。
 

そ
れ
か
ら
又
屢
i

理
4

共
に
自
然
科
學
的
敎
育
が
敎
ヘ
&

れ
る
。
會
員
は
敎
育
を
受
け
る
代
り
に
一
週
五
ジ1

 

メ 

,

グ
ロ
ッ
セ
ン
又
は
六
べ
ン
ス
0
寄
金
を
す
る
。
病
氣
の
時
は
' 
一
週
七
シ
ル
リ
ン
七(

ニ
タ
.
ァ
レ
ダ
、
八
ジ
.ル
べ
て 

 ̂
ロ
，

セ
ン)

を
1

金

す

る
.
S:
他
各
種
の
金
錢
的
刑
前
が
あ
る
：が
何
れ
も
皆
之
は
：|

般
金
庫
の
所
^

に
JU
へ
ら
1 

る
。
以
上
は
規
約
の
內
容
を
、
ほ
ん
の
一
寸g

い

た

儘

、

述

、
へ

た

だ

け

の

事

で

あ

る

。

吾
々
は
指
定
の
席
に
.就
い
た
。
纏
て
客
問
は
立
錐
I

地
も
無
い
程
一
杯
に
な
っ
，

會
長
£

會
の
辭
I

ベ 

た

.
自
分
は
倉
長
f

て
見
知
？

ゐ
る
f

l

で
は
な
.い
が
、
，怎
：i

f

醫
f

:
し
か
見
I

か
2

。
_

場
水
を
打
つ
た
様
に
靜
肅
に
な
る
^

皆
が
ロ
か
6
 V

ィ
ブ
を
取
る
、
そ
れ
か
&

栽
縫
職
.人
0;
.睿

，記

：が

立

つ

て

、

今

ロ 

ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
'1 ,
;

並
に
デ
-
ィ
ゼ
ンV

ツ
、ノ

兩
氏
が
シ
ャ
ツ
パ
ア

.君
0
紹
介
5

f

し
て
出
席
I

れ
て
ゐ
る
が 

何
誰
も
そ
れ
に
御
異
議
は
あ
I

せ
ぬ
か
I

上
げ
た
が
、
そ
s

f

の
立
派
：な
I

眞
實
に
羨
し
い
程
で
あ
つ 

た
？
次
い
で
直
ち
に
日
程
に
移
り
y
ャ
ツ
'パ
：
ア

君

は

前

：週

簡
.

：の
：：

事

伸

の

報

吿

を

す

る

。
S

演

說

ば

大

：變

流

暢

：で
、
深 

味
の
あ
る
、
そ
し
て
敎
へ
ら
る
、
‘所
が
多
か
つ
た
.。
演
說
の
模
繁
ら
し
て
，
本
俱
樂
部
0

通
：信
員
が
遠
方
に
派
遺 

さ
れ
て
ゐ
る
の
を
知
つ
た
o
:、v
ヤ
ツ
パ
ア
は
マ
ド
ソ
ツ
、ド
の
通
信
員
の
寄
簡
の
內
容
を
報
告
し
た
が
、

そ
れ
は
祇
閥 

的
專
制
政
治
が
ク
リ
ス
.
.カ
ィ
ナ
一
.派
の
戴
頭
政
治
の
た
め
に
«

«
さ
れ
た
顚
末
を
當
_

の
ff
Kl
.以
上
に
0

0

^
亘
づ 

て
報
道
し
て
ゐ
る
。
同
ょ
ト
當
然
：の
事
で
は
あ
る
が
彼
の
演
說
に
は
到
る
所
共
產
主
_

的
色
彩
が
濃
厚
に
现
は
れ
、
フ 

ロ
レ
タ
ジ
ア
の
問
題
が
終
始
彼
の
演
說
を
賞
く
赤
い
絲
で
あ
つ
た
.
.'
1
,實
の
所
を
沄
へ
ば
> 
自
出
虫
_
の
大
部
分
ば
可 

ミ

か

我

慢

も

出

來

た

が

ニ

ー

：ニ
の
赃
所
で

‘
は

怎

ぅ

し

て'も

我

慢

が

出

來

な
*>
つ
た
。
ガ
ダ
チ
ヤ
問
題
で
、g

說

者

は

全 

ィ

農

民

の

味*
を
し
て
、
波
蘭
の
#
.國

虫

義

は

單

に

極

め

て

事

野

，な

.本
能
的
衝
動
であ

..

る
ど
說
.き
、
^.
怯
に
も
貴
族 

S
農
民
ビ
を
a

に
誠
合
：ひ
？
せ
な
こ
e

に
骨
折
て
i

隸
.屬
關
係
を
解
ぐ
こ
e

が

出

，來

な

い

.機

に

し

て

置

き

乍

ら

農

民 

達
ヵ
國
王
の
役
人
を
®

せ
な
か
つ
た
事
を
氣
の
#

が
つ
て
ゐ
る
メ
ツ
一
ズ
火
一
一
ヒ
の
外
交
を
巧
に
且
つ
«

烈
に
«
«
じ 

た

.

.愛

蘭

問

題

に

な

る

气

彼

は

武

カ

で

血

路

を

開

い

た

人

々

：
の
：行

爲

を

是

，認

：

1>
た
>
:
:
.
獨

逸

の

問

題

：で

は

、

彼

«

自 

曲
主
義
者
ど
金
權
貴
族
政
治
の
反
對
者
で
あ
更
に
：進ん
で
、
共
俺

•主
義
者
に
對
じ
、
そ
の
祕
密
の
敵
、
即
ち
憲 

法
に
依
て
全
カ
の
政
治
的
支
配
を
擴
大
せ
ん
5
す
る
金
權
的
自
由
主
義
.者
ビ
提
携
せ
ん
ょ
6

祺
ろ
_そ
の
公
然
の
敵
/2 

る
ゼ
ス
.牛
ッ
ト
敎
徒
ヒ
提
携
せ
ょ
d

で
：勸
吿
し
た
:0
;

笫
ニ
十
1
怨

(

八
三
七
V

ブ
グ
ォ
•
ヒ
少
デ
ブ
ヲ
ソ
K
のI

畨
簡 

第
六
g 

ニ
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0 

.第

く

敗

「

ニ
、

.

彼
I

說

參

く

I

I

し
て
力
強
I

象

鼻

へ

、
' 急

證

梢

S

暫
く
鳴
i

ま
な
か
っ
た
一。
.

し

で
s
f丨
が 
一、I

っp

 

,
3
f
e
敎
裸
5
の
窜
議
を
し
た
德
间
0:
'曲
蘄
^
^

I

'
に

詳

細
I

め
e

l

で
t

、
：
而
4

て

灌

說

崖
l

.

s

,

I

l

fれ
I

る
の
f

、

僕
J
:愛 

で
I

に
I

s

信

仰

吿

白

を

知

暴

が

出

蕾

，

S

.
猛

れ

ば
.馨

敎

0

獨

斷
I

 

I

I

ず
I

Q

I

S
棄

袁

て
.

I

I

從

蓮

德

德

分

は

議

ビ

な

れ

ば

此

部

分

缠

一

W

’農

I

岸
ょ
I

味
模
糊
S

彼
岸
S

れ
セ
f

 

I

で
t

c

二
：

)

*
永
遠
の
.

i

 

I

た

め

響

：|

事

の

南

意
I

瞭

な

る

利

已

康

邏

？ 

I

の
I

.
る
I

ぁ
る
。
人
間1

一
の 

I

S

I

.で
ぁ
る
。.之

舊

觀

的

に

進

步

的

科

學

の
.
f

具
體
化
さ
れ.る
.。
I

I

人
間
は
現
存
科

(

T

 

M來

る
®

り

自
I

敎

化

し

、
S

て

靈

に

於

い

V
.

崖

索

に

：於

い

そ

も

所

與
0
實
在
を
■

せ
ね

s

f
 

o
, 

.: 
“ 
一
 

ノ 

' 

' 

.
V
,
, 

. 

- 

. 

f

之

运

い

で

八

日

前
§

に

管

£

知
|

|

|

し
.き
問
題
、._

」

即
ち
.蒙

讓

，
に

於

い

富

-
-の
i

k
を
允
む
P

き
力
の
ぁ
題
力
議
題
に
±

っ
た
。
そ
の
際
，
禀
の
過
半
於
夫
婦
者
で
：あ
る
こ
^

に
氣
M

付:

い 

■'て1

寸
吃
？

た

。
討
議
が
序
徽
範
圍
を
幾
何
も
出
I

:
か
っ
S

I

殘
I

s

、
、次
い

i

人
.共
I

こ

放 

2

 ヾ

f

 
れ
、

f

 

f

I

I

 

重
 
I

f

 
l

i

e、
l

l

l

fo
^

f

 

h

T I

f

た
め
當
時
者
相
方
は
8

の
權
利
を
持h

ゐ
：て
も
-

天
賦
I

能
I

場

©

I

I

相
異
せ

る
た
め
全
く

?

 
く

に

さ

H

で
あ
1

:

1
論

翁

い

：8

に

ば

窘

緊

張

等

霞

し

た

甲
¥

あ
I

t

た
。 

S

敎

育

は

潰

的
9

精
神
的
，
個
人
的
政
治
的
f

の

生

前

か

ら

施

ざ

な

け

I

I

I

I

を

か
ぐ
す
る
中
に
次
第
(;
夜
於
31
け
て
來
た
の
で
邱
問
題
5
討
議
は
來
週
に
延
期
さ
れ
た
0:
小
生
は
そ
れ
か
ら
シ
ャ 

-ッ
：

パ
^

^
親

し

く

會

：て

彼

：が

何

故

自

.
_主
_

に
.；反
對
す
る
の
で
あ
る
か
ミ
眞
面
目
に
な
：.つ
て
_

論
'し
た
。
そ
れ
か
ら 

1

1

H

&會
員v

も
#

ひ
：殊
に
シ
V

ジ
ヤ
生
れ
.の
指
：物
師
S

話
を
し
た
。
次
い
.で
俱
樂
部
の
_

書
室
を
參
觀
し
て
、
共 

產
主
義
書
を【

1

三

册

貨

.

.
つ

た

0
そ
'の
中
に
は
瑞
雜
0
:

ゥ̂

グ

：
：
ス
ト

•

ベ
ッ
ヶ‘
ル

の

著

書̂

在

0
/2
が

そ

れ

は

味

も

大 

膽
{!
_

產

主

義

を

辯

謙.じ

た

も

の

で

あ̂
^
。

會

衆

は#

何
.

冬̂

和

氣

課

'々
5し

て
-%「

お
.前
し
ミ
い
ふ
親
み

'
0あ
：る 

言
葉
が
、
俱
樂
部0

規
則
.に
：も
亦
會
負
：.の
胸
底
に
%

深
く
根
差
し
て
ゐ
么
樣
に
思
«

れ
^

5
 

.

.

尙

當

夜

：の

收

襻

や

典

靖

虫

義

に

就

て

僕

.の

神

，經.に
_感
じ
：た
儘
.を
> 
ま
：芩

め̂

爲

る

ぜ.左
： .

の
如
く
で
あ
る
、_

_

先

、つ
r

!•

に
僕
の
&

驗
し
た
事
は
、
シ
ャ
ッ
パK

、
ア
ク
グ
ス
ト
•
ベ
ッ
ヶ
V
、

マ
ル
ク
ス
V

工
ン
ゲ
ル
ス
，
シユ
ス

タ
：ア
等
め
共
產
主
義
者
の
居
：る
所
，
摘
之

> 
偷
敦
、
瑞

西

白

其

義̂

1
勘
雄
飧
獨
逸
の
，政
治
的£
1命
考
が
何
れ
も 

皆
：典
：産.主
義
.の
指
.導
者
^
な
^

す
*

る
^T

い
^
.
r
j 

:

唯
'巴
_里
だ
时
.は
，フ
ア..
ィV

 .Fein:

せ
云
ふ
康
も
噃
ル 

た
-®
逸
の
亡
命
者
が
之
に
反
對
し
た
た
め
に
獨
逸
人
の
執
權
は
大
分
遲
れ
た
、
斯
樣

U

到
處
で
獨
逸
の
政
治
的
亡
命 

墙

か

共

產

主
.«
の
指
導
者
ぜ«
^>
.て
ゐ
：る̂

い

ユ

其

趣

由

め
t
e明
瞭
■で
.あ
る
。
是
等̂

^
者
達
は
^
眞
茁
货
の 

ツ
，ロレ
：
タ
リ
ア
で
、

.
そ
れ
こ
凑
身̂

，付
け
石
'も
.の
，ミ
ヤ
'«
鑼

—
寒
も
持
抡̂

，
.雄
存
競
邻
に
は
迚
も.浮
：ぶ
_

の
«

雛
中
許
り
で
あ
る
：。
從
t

v

: ロ
ぐ
レ
タ
I

ア

の

意

識

は

彼

等

に

#

も

濃

厚

輯

現

等
は
^
.れ
も
漪
逸
の
大
辱
ヤ
學
：び
、
哲
學
，

.の
：：影
.

の
下
.ね

曾

ち
.̂
天
惟
思
索
.の
才
を
«

へ
で
ゐ
:̂
>
0
.で
新
し
<
r
uff
i
l«l
0 

#
界
を
勇
敢
に
把
べる
こ

ぜ
が
出
來
た.の
で
.あ
る
。
加
之
彼
等
：
«
|
^
5治
ぼ
：も
相
嘗
の
經
驗
を
持
ち
卜
獨
逸
0
民
^
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フ
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ォ
•
ヒ

奐

ブ

ヲノ
ド

の

一

簾
 

f
ハ
运 

一
一
V 

f

治
I

に
極
め
て
無
關
心

f

る
こ

I
よ

ぐ

f
 

I

I國

を

ノ
$

ゐ

ブ
1.
彼

笔
9
政
^

^
理

想

は
«

際

經

驗
0

郷

物

で

あ

る

：签

涔
^

よ

呤
^

寧

る

哲

學

の

油

で

育

つ

，

^

の
の
で̂
^
^
^ ̂

f

無

く

他

國

の

缺

點
i

黑

而
I

着

し

た

：。
、
_

彼
等
I

蘭

屢

備

I

國

篇

I

貴

族

政

治

靠

S

 

ベ
、
七
皇
政
に
對
す
る
不
滿
•

增
大
I

翁

貴

族

政

治

の

應

逍

，
善

：に

於

I

f

.

.

5

1徒

ゆ
^
^

JL
: 

^

て

彼

等

の&
國
0
欲

永

及

び

理

想

だ

同

胞

議
9

#
神

に

變
'つ
.隹

」

.く

は

寧

ろ_

办
つ

'

介
。
‘

.

.
.

.

•

 

.

い
：-

... 

才
.

す
^
で

ァ

ス

；
ッ
{

'̂

逸̂

樂
素
の
出
現
は
共
產
主
義
の

.

發
展
>に
何
等
炉
の
影
響
無 

る
事
が
出
來
る
。
而
も
こ

I

響
S

K

知
る

.

こ
l

_

s

る
。
僕

麗
I

關
し

S

I

な
結

.

1

导

第

：

一

、
—

_

偸

快
I

I

:
い
.
0

1

逸
”の
S

I

謹

る

所

蕩

產

義

のI

科
^
 ̂

f

"

あ

る
•物
,

6/
冶

活

は
.今

や

栉

刺

的

生

ー

活
.^
手
段
な
る
^
き
&

^
で
添
る
タ
共
產
主
義
^
省
去
次
古
代
の 

I

麗

に

代

る

I

I

で
あ
1

全
人
類
|

質
_

|

营

_

|

雪

_

あ
る

J

ク

ス

ト

，
ベ
ッ
ヶ
火
2

|
，
鹰

：8

亡
1

產

主

義

を|

|

|

|で
あ
'る
。

ス
バ.

v

タ 

の
滅
g

科
f

簾

し

I

ら
I

る
。
若I

f
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:
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；

^

I

賴

せ

变

寧

ろ
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人
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I

ベ
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